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GOVERNOR’S LETTER

未だ厳しい暑さが続きますが、朝方や夕暮れな
ど、ふとした合間に秋を感じるようになってきまし
た。季節の変わり目を迎え、皆様には一層ご自愛を
祈念する次第です。

さて、例年涼風が立つこの季節を迎えると、奇し
くも同じ改元を迎えた平成元年（1989年）９月、
財団GSE（Group Study Exchange）団長として訪
問した163（現1630）地区・ベルギー・ルクセン
ブルクでの想い出が30年の歳月を超えて甦って参り
ます。

当時の団員資格を要約すると、
①地区内で２ヶ年以上の実業経験を持つ25～35

歳の青年男子
②自己表現に長け、世界理解の増進に献身的で英

語力を有する者
③但、Rotarianほか、クラブ職員とその配偶者及

び直系親族、尊属を除く
という極めて厳格なもので、現プログラムである
VTT（Vocational Training Team）のそれと比べ
隔世の感すらありますが、それだけに各分区（現グ
ループ）から推薦された５名のメンバーは皆、進取
の気概溢れる素晴らしい方々でした。

その一つの証左として、各メンバーの帰朝報告
も、通りいっぺんの謝辞に止まっておりません。
３年後に迫っていたEC（現EU）統合に向かう当時
の欧州実情や、大きく揺れる社会情勢等について
実に鋭い感性で綴られており、「国境は取り除かれ
たとしても内部の境界は永遠に残るだろうという意
見も少なくない」「（他国に誤解されたくない点と
して）日本は経済大国になったが（中略）潤ってい
るのは企業だけだ」「単一言語圏で生活している私
たちに、国際理解とは、異文化理解とはいったい何
を意味するのかを考えさせる大変貴重な機会だっ
た」等々、今回再読して、今日なお世界と我が国の

職業人が抱え続ける問題についても認識をあらたに
している次第です。

繰り返しますが、現在のVTTは、より開かれたプ
ログラムになっています。斯くも得がたい経験を派
遣メンバー相互にもたらすこのVTTを、この機会に
ぜひ企画ご検討願いたく、今号のメッセージと致し
ました。

最後に、思い出話ばかりで紙数を費やするのは心
苦しいのですが、当時の「気分」を知って戴きたく、
帰国するGSE団を送る現地紙「LE REPUBLICAIN 
LORRAIN」の記事「Rotary International／Cinq 
jeunes Japonais… au pays（５人の若き日本人、
帰国の途に）25.Oct.1989 」を併載致します。

「彼らはこの１ヶ月に及ぶ長い旅で得た思い出と
情報の素晴らしい収穫を手に、日出る地へ戻ります」

ほか、文中ではニックネームとともに各メンバー
のプロフィールを詳しく紹介していますが、私（右
から３人目）については「４人の子供の父親でもあ
る団長の故郷は神戸だが、彼はフランスのリヨンで
結婚し、そこで２年半フランス料理を学んだ︕（感
嘆符）」と書かれていて、往時は未だ遠かったヨー
ロッパへの距離感とともに、今さらながら面映ゆく
思うばかりです。

クラブ会長の皆様
クラブ幹事の皆様

国際ロータリー第2680地区
ガバナー　浅　木　幸　雄　（神戸）
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1．支援金制度の目的

この支援金制度は、当地区（以下「地区」という）の「奉仕プロジェクト特別会計運用規定」に則り、地区

の独自財源（奉仕プロジェクト特別会計）により多様な奉仕プロジェクトの実施を支援し、以て地区における

奉仕活動を活性化させることを目的とします。

2．申請資格

支援金を申請できる者（申請団体）は、次の①～③とし、申請責任者（以下「プロジェクト責任者」とい

う）は、次の通り（役職はプロジェクト実施年度のもの）とします。プロジェクト責任者は、支援金の申請並

びに授与された支援金の管理・報告について全責任を負います。

①地区内ロータリークラブ（以下「クラブ」という）→プロジェクト責任者は、クラブ会長

②地区委員会→プロジェクト責任者は、代表幹事または地区委員長

③地区内グループ→プロジェクト責任者は、ガバナー補佐

3．支援対象と支援額

支援対象となるプロジェクトは次の①～③の３タイプとし、各支援額は次の通りとします。

タイプ２・３については、国内外で実施する幅広い分野・内容の活動を対象とします。

但し、全タイプとも、健全な資金管理を実証できること、プロジェクトが適切に管理運営されること、プロ

ジェクト終了後２ヶ月以内に最終報告書を提出できること、が条件となります。

①タイプ１︓ロータリー財団補助金プロジェクト

（a）地区補助金プロジェクト（奉仕プロジェクト、VTT、地区奨学金タイプ２）

　　  →プロジェクト予算総額のうち100万円を超える金額の50％以内で最大50万円

（b）グローバル補助金プロジェクト（人道的プロジェクト、VTT、グローバル奨学金）

　　  →プロジェクト提唱者（クラブ／地区）による現金拠出金の50％以内で最大50万円

②タイプ２︓タイプ１以外で、クラブが独自に企画運営する奉仕プロジェクト（※複数クラブの協同提唱を

含む）

→予算総額の50％以内で最大50万円

③タイプ３︓タイプ１・２以外の奉仕プロジェクト（例︓クラブ以外の者―地区委員会、地区内グループ、

インターアクト、ローターアクト、学友、被災地団体等―が企画運営する事業への資金援助）

→最大100万円

2019年７月18日（木）開催の第１回奉仕プロジェクト特別会計委員会において、奉仕プロジェクト特別
会計運用規定、申請要項、申請書、報告書が改訂されました。
（これらの書類については地区HPよりダウンロードができます。）

2019-20年度奉仕プロジェクト特別会計支援金申請要項
国際ロータリー第2680地区

奉仕プロジェクト特別会計委員会

2019-20年度奉仕プロジェクト特別会計に関するお知らせ

4．プロジェクト実施時期

プロジェクトは随時実施可としますが、支援金の授与とプロジェクトの実施・報告は原則として本年度内に

完了するものとします。それが無理な場合は、その旨を申請時に申告してください。

5．申請書類と申請方法

申請団体は、プロジェクト実施（開始）予定日の２ヶ月前までに、地区所定の「奉仕プロジェクト特別会計

支援金申請書」に次の①～③を添えて、ガバナー事務所にメール（データ）で提出してください。

①プロジェクト概要書（※事業趣旨・計画が分かる資料で様式自由）

②見積書ほか予算内訳の価額の根拠となる資料

③予算書（※必要に応じて）

6．協同提唱

プロジェクトが複数団体による協同提唱となる場合は、代表する１団体が申請し、申請に伴う責任は当該団

体のプロジェクト責任者が負います。

7．申請審査と支援額の決定

申請の審査と支援額の決定は、地区の奉仕プロジェクト特別会計委員会（以下「委員会」という）が

（※３．①タイプ１については、地区の補助金小委員会の審査後に）行います。

8．申請期限

申請は、期限を設定せずに、ガバナー事務所にて随時受理します。

但し、本年度の支援金の使用見込額が、委員会が設定した本年度の予算に達した時点で、申請受付を終了し

ます。

9．報告書類と報告方法

申請団体は、プロジェクト終了後２か月以内に、地区所定の「奉仕プロジェクト特別会計支援金報告書」に

次の①～④を添えて、ガバナー事務所にメール（データ）で提出してください。

①プロジェクト成果報告書（※実施内容・成果が分かる資料で様式自由）

②領収書ほか支出決算内訳（使途・金額）に係る証憑・資料

③申請時予算と金額が大きく異なる場合は、その事由の説明書

④決算書（※必要に応じて）

10．返金

プロジェクト支出決算額が申請時予算に比して著しく減額した場合、または申請と異なる趣旨で支援金が

使用された場合、委員会の判断・指示により、申請団体は相応の支援金を地区（奉仕プロジェクト特別会計

口座）に返金することとします。（返金時の振込手数料は、申請団体の負担とします）
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③タイプ３︓タイプ１・２以外の奉仕プロジェクト（例︓クラブ以外の者―地区委員会、地区内グループ、

インターアクト、ローターアクト、学友、被災地団体等―が企画運営する事業への資金援助）

→最大100万円

4．プロジェクト実施時期

プロジェクトは随時実施可としますが、支援金の授与とプロジェクトの実施・報告は原則として本年度内に

完了するものとします。それが無理な場合は、その旨を申請時に申告してください。

5．申請書類と申請方法

申請団体は、プロジェクト実施（開始）予定日の２ヶ月前までに、地区所定の「奉仕プロジェクト特別会計

支援金申請書」に次の①～③を添えて、ガバナー事務所にメール（データ）で提出してください。

①プロジェクト概要書（※事業趣旨・計画が分かる資料で様式自由）

②見積書ほか予算内訳の価額の根拠となる資料

③予算書（※必要に応じて）

6．協同提唱

プロジェクトが複数団体による協同提唱となる場合は、代表する１団体が申請し、申請に伴う責任は当該団

体のプロジェクト責任者が負います。

7．申請審査と支援額の決定

申請の審査と支援額の決定は、地区の奉仕プロジェクト特別会計委員会（以下「委員会」という）が

（※３．①タイプ１については、地区の補助金小委員会の審査後に）行います。

8．申請期限

申請は、期限を設定せずに、ガバナー事務所にて随時受理します。

但し、本年度の支援金の使用見込額が、委員会が設定した本年度の予算に達した時点で、申請受付を終了し

ます。

9．報告書類と報告方法

申請団体は、プロジェクト終了後２か月以内に、地区所定の「奉仕プロジェクト特別会計支援金報告書」に

次の①～④を添えて、ガバナー事務所にメール（データ）で提出してください。

①プロジェクト成果報告書（※実施内容・成果が分かる資料で様式自由）

②領収書ほか支出決算内訳（使途・金額）に係る証憑・資料

③申請時予算と金額が大きく異なる場合は、その事由の説明書

④決算書（※必要に応じて）

10．返金

プロジェクト支出決算額が申請時予算に比して著しく減額した場合、または申請と異なる趣旨で支援金が

使用された場合、委員会の判断・指示により、申請団体は相応の支援金を地区（奉仕プロジェクト特別会計

口座）に返金することとします。（返金時の振込手数料は、申請団体の負担とします）
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2019-20年度青少年交換長期派遣生・来日生

▶派遣生
スポンサークラブ

派遣国

写　真

派遣候補生氏名
ふりがな
生年月日
学校名

ホストクラブ

尼崎西
ハンガリー／1911地区

江本　晴子
えもと　はるこ

2002年４月14日
百合学院高等学校
Budapest-Sasad

神　戸
ベルギー／1630地区

内田　理愛
うちだ　りあ

2002年８月30日
神戸山手女子高等学校

Plombieres-Welkenraedt

明石東
ブラジルサンパウロ／4430地区

瀬川　夏葵
せがわ　なつき

2001年８月４日
武庫川女子大学付属高等学校

Guarulhos Vila Galvao

▶来日生

スポンサークラブ
派遣国

写　真

派遣候補生氏名
ふりがな
生年月日
学校名

ホストクラブ

洲　本
ブラジルクリチベ／4730地区

木曽　夢未
きそ　ゆめみ

2003年２月25日
蒼開高等学校

Curitiba Sitio Cercado

姫路東
ベルギー／1620地区

木村　乃依
きむら　のい

2002年１月27日
姫路市立飾磨高等学校

Braine-le-Comte

姫路東
イタリア／2041・2042地区

中井　琴音
なかい　ことね

2001年９月15日
姫路市立飾磨高等学校
Cuneo-Alpi del Mare

ホストクラブ
派遣国

写　真

来日生氏名
生年月日

受入学校名
スポンサーRC

尼崎西
ハンガリー／1911地区

KORDÁS Anna
2002年10月12日
百合学院高等学校
Bordás Zoltán

神　戸
ベルギー／1630地区

LEJEUNE Lara
2001年７月５日

神戸山手女子高等学校
ESNEUX-AYWAILLE

明石東
ブラジル／4590地区

Fernanda Salles de Oliveira
2003年12月14日

兵庫県立明石西高等学校
ROTARY CLUB DE LIMEIRA

ホストクラブ
派遣国

写　真

来日生氏名
生年月日

受入学校名
スポンサーRC

洲　本
ブラジル・クリチバ／4730地区

JULIA MARASCHIN
2003年９月22日

蒼開高等学校
Rotary Club de Araucária

姫路東
ベルギー／1620地区

STIENNE Charlotte MARIE
2001年12月5日

姫路市立飾磨高等学校
LE ROEULX

姫路東
イタリア／2080地区

Daniela DI FLORIDO
2003年１月５日

琴丘高等学校
Guidonia-Montecelio
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地区補助金プロジェクト

提唱クラブ プロジェクト名 予算総額
（円）

地区補助金
配分予定額
（ドル）

活動の
種類

財団申請時（2019年６月）のロータリーレート：1ドル110円

2019-20年度地区補助金（DG2087049）は、2019年７月22日に財団承認されました。

実施予定日 実施場所

＊活動の種類　　A：教育（一般）　　B：地域社会の発展（一般）　　C：保健（疾病）　　D：保健（一般）　　E：補助金管理セミナー　　F：教育（奨学金）
　　　　　　　　

562,888

401,807

243,220

294,500

221,107

535,415

216,959

217,900

206,000

1,004,115

380,360

750,015

283,610

270,000

290,855

700,000

421,513

345,000

94,460

463,350

345,805

5,000,000

1,320,000

2,559

1,827

1,106

1,339

1,006

2,434

987

1,020

937

4,546

1,729

3,410

1,290

1,228

1,323

3,182

1,916

1,569

430

2,107

1,572

36,364

9,600

B

A

A

A

B

C

B

B

B

A

B

A

C

A

B

A

B

B

D

B

E

F

F

三世代将棋交流大会

市立特別支援学校児童・生徒への
ボッチャ普及支援

青少年の健全育成のための「野球教室」

阪神淡路大震災で活躍した船舶の
乗船体験
子供の未来を応援するお菓子づくり
イベント

認知症に強い地域づくり支援事業

福祉観光地丹波市の「車いすマップ」
作成プロジェクト

少年少女ちびっ子野球大会

「子ども食堂」の活動を支援する
クリスマスコンサート

青少年のためのダンスフェス

国指定重要無形民俗文化財の「車の翁舞」
保存支援
再発見日本、日本人としての生き方
を考える講演会
小児がんへの正しい理解と
小児がんの子どもたちへの職業体験
児童養護施設入所者の職業体験学習
と発表・交流会
子供たちのテニス・レッスンを通じ
てする国際交流支援
プロチームによる
小学生バレーボールへの技術指導
ゴルフの魅力を知ってもらう
小学生スナッグゴルフ大会
子供の屋外遊び場設置のための
ワークショップ
介護福祉施設での会員による
自作自演の寸劇公演
豊岡で暮らす外国人と市民との
国際交流イベント

2020-21年度補助金管理セミナー

地区奨学金（タイプ1）
20万円×25名枠取り

地区奨学金（タイプ2）

都ホテルニューアルカイック
あやめの間

尼崎市立あまよう特別支援学校

関西学院大学　グラウンド

神戸大学大学院 
海洋科学部・海事科学部

フレミラ宝塚

篠山市民センター

該当なし

逆瀬台小学校

総合福祉センター

神戸ハーバーランド　
スペースシアター特設ステージ

車大歳神社

舞子ビラ神戸あじさいホール

チャイルド・ケモ・ハウス

加古川商工会議所

兵庫県広域防災センター
（三木市）

加西市

三木ゴルフクラブ

相生文化会館、
相生市立中央公園、芝生広場
介護老人保健施設
高峰の里

アールベルアンジェ豊岡

神戸ポートピアホテル

パリ東大学への留学
（梶原久梨子）

2020年4月19日㈰

2019年10月10日㈭

2019年11月23日(土･祝)
雨天の場合､予備日11月24日(日)

2019年8月6日㈫

2020年2月9日㈰

未定

2019年12月頃

2019年10月14日(月･祝)

2019年12月16日㈪

2019年8月25日㈰

2020年1月14日㈫

2020年4月5日㈰

2020年4月頃

2019年8月7日㈬(就業体験)
8月25日㈰発表･交流会

2019年11月24日㈰

2020年2月29日㈯

2020年2月頃

2019年9月8日㈰､
9月29日㈰

2020年4月19日㈰

2019年12月1日㈰

2019年12月15日㈰

2019年9月～2020年7月

尼 崎 西

尼 崎 南

甲 子 園

西 宮 夙 川

宝 塚

篠 山

柏 原

宝塚武庫川

宝 塚 中

神 戸 南

神 戸 須 磨

神 戸 垂 水

神戸モーニング

加古川中央

三 木

北 条

三木みどり

相 生

上 郡 佐 用

豊 岡

RID2680

宝塚武庫川
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I.Y.F.R. KOBE FLEET JAPAN  年次総会

日　　　時 行　　　　事　　　　名 場　　　所
第２回社会奉仕小委員会
米山カウンセラーミーティング
第２回青少年交換小委員会
青少年交換派遣補生第１回オリエンテーション
地区会計会議
第15回地区幹事会
第１回ガバナー指名委員会
第１回ガバナー諮問委員会
第３回クラブ管理運営委員会
第２回ポリオプラス小委員会
第５回戦略計画委員会
第３回研修委員会
第３回学友小委員会
第２回奨学金・平和フェローシップ小委員会
2019RYLA Home Coming（～23日）
第２回ローターアクト小委員会
第１回次期ガバナー補佐会議

神戸ポートピアホテル  本館4F  パール
JEC日本研修センター
ガバナー事務所会議室
神戸ポートピアホテル  本館B1F  布引
ガバナー事務所会議室
ガバナー事務所会議室
ガバナー事務所会議室
神戸ポートピアホテル  南館B1F  ローズ
ガバナー事務所会議室
神戸ポートピアホテル  本館4F  パール
ガバナー事務所会議室
西村屋  和味旬彩
ガバナー事務所会議室
ガバナー事務所会議室
余島野外研修センター
場所未定
西脇ロイヤルホテル

17:00～19:00
14:00～17:00
10:00～12:00
13:00～17:00
16:00～17:00
13:40～15:00
16:00～17:00
17:00～18:00
16:00～18:00
16:00～18:00
16:00～17:30
15:30～18:30
13:30～15:30
16:00～17:30

5日（木）
7日（土）
8日（日）

9日（月）
12日（木）

14日（土）
15日（日）
18日（水）
19日（木）
21日（土）

22日（日）

29日（日）

９ 月 の 地 区 活 動 予 定

９月

2019-21年度神戸フリート幹事　春木　英行（加古川中央）
７月11日（木）◆神戸メリケンパークオリエンタルホテル・Sea's

I.Y.F.R. KOBE FLEET JAPAN 2018-19年度の総

会を、７月11日（木）神戸メリケンパークオリエン

タホテル・Sea'sで開催致しました。

来賓として矢野宗司RI第2680地区パストガバ

ナー（フリートメンバー・加古川中央）にご祝辞を

いただき、その後１年間の活動報告、会計報告等が

なされ、承認をいただきました。

　

そして、新コモドアペナント伝達式では、新コ

モドアに喜多美雄会員（加古川中央）が就任しま

した。懇親パーティーでは喜多コモドアの開宴挨

拶で始まり、終始なごやかなムードで進み、楽し

いひとときをフリートメンバーと共に過ごす事が

できました。

海をキーワードに親睦、懇親に力を入れ、IYFR

メンバーが良い縁で繋がれればとお考えの喜多コモ

ドアと共に、幹事 春木英行、会計 石野和也（加古

川中央）で精一杯努めて参りますので、ご支援、

ご協力のほど宜しくお願い致します。
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来賓として矢野宗司RI第2680地区パストガバ

ナー（フリートメンバー・加古川中央）にご祝辞を

いただき、その後１年間の活動報告、会計報告等が

なされ、承認をいただきました。

　

そして、新コモドアペナント伝達式では、新コ

モドアに喜多美雄会員（加古川中央）が就任しま

した。懇親パーティーでは喜多コモドアの開宴挨

拶で始まり、終始なごやかなムードで進み、楽し

いひとときをフリートメンバーと共に過ごす事が

できました。

海をキーワードに親睦、懇親に力を入れ、IYFR

メンバーが良い縁で繋がれればとお考えの喜多コモ

ドアと共に、幹事 春木英行、会計 石野和也（加古

川中央）で精一杯努めて参りますので、ご支援、

ご協力のほど宜しくお願い致します。

Region 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2019年９月号
発行：Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター

１．私は去る４月のCOLに第2690地区代表議員として参加した。その中で最も議論白熱した案件はバリー・ラシンRI会
長自らが提案者となった制定案19-72（ローターアクトクラブにRI 加盟を認める件）であったと思う。
彼が我々に必死に説明し、賛成するよう懇願した時の姿は忘れられない。結局、最初は否決、しかし翌日、動議を出
し、また熱心な討議後の再採決は賛成多数で採択され、RACは正式にRIの仲間になった。議論の中で反対意見の
中心は日本選出議員であった事に注目したい。私はこれを見てRIは何が何でも会員増強を最優先に考えているなと
感じた。

２．６月末日本全国でクラブ合併が３件あった、つまり６クラブが３クラブに減ったという事。更に終結クラブは７あったこ
とから、自動的に合計10クラブ（衛星クラブも含めるならば12クラブ）減少したことになる。
また、気になるのは終結したクラブ名の中の３つは多分創立50年以上と推定できる由緒あるクラブも存在していた。
これは何を意味するか、その原因や実態を深く検証してみる必要があろう。

３．自クラブに応じた長期的ヴィジョンを持ち、地道な戦略計画を確立し、会員全員があらゆる情報を共有し、各自が新
会員最低一名を確保する意気込みこそ大切で、クラブ会長や増強委員のみに任せるのは絶対禁忌である。

４．今後、会員増強or会員基盤強化は日本の伝統的価値観の基に従来型の会員募集をするのか、欧米型の中核的価値
観重視、その上柔軟性を前面に出した会員募集をするのか、私はそれをあまり問題視しない。それより両者をミックス
したものか、又は両面作戦の同時実施こそが会員基盤強化への道ではないかと思う。

５．現今のRI最大目標は会員増加であり、我 日々本のロータリーは会員数の目標を105,000人と設定し、現在の2.5から今
迄通りの３ゾーンに復帰・確保することだ。今後もRIの最大関心事である会員基盤強化に向け我 も々声高く叫ぼうで
はありませんか。

第３地域ロータリーコーディネーター補佐　伊藤 文利

2019年７月から第３地域ロータリー公共イメージコーディネーター補佐をつとめることになりましたRID2660の片山勉
です。今回の原稿を書いている時期はこの任についてやっと１ケ月が経過したところであり、まさによちよち歩きの状態
ではありますが、しっかり足を地につけて、地区やクラブの皆様の活動に役立つ情報を発信すべく、活動を開始しており
ますのでどうぞよろしくお願い致します。

さる７月13日（土）に「第３地域戦略計画セミナー」が大阪で開催され、11地区のガバナーが出席され、本田博己PDGの
基調講演「会員基盤向上はビジョン・戦略計画づくりから」の他、三木RI理事／北TRF管理委員／辰野RI理事エレクト／
EPNC／RC／RPIC／RRFC／EMGAからの発表、そして全ガバナーがそれぞれ個性的な決意表明で終了しました。

公共イメージ向上の最初の言葉は「ロータリーを知らない人が多い」から始まります。
ロータリーは他の奉仕団体と比べ、質の高い奉仕活動を継続しているにも拘わらず、認知度が低いのは日本の伝統的

価値観である「隠匿の美学」によるところもあるように思います。
現在はデジタル技術の進化により、多様な情報発信手段があり、マスメディアやテレビだけではありません。
RIのリソースは「My ROTARY」から発信されており、その登録率を高くすること、そして多くのロータリアンが「My 

ROTARY」から有効な情報を引き出し、またクラブの現況と奉仕活動を入力することが重要な課題となります。
そして、地区やクラブが大きな刺激を受けるのは、RIや他地区とクラブの現況・事例を知ることであり、違いや変化を

相互に意識します。
ガバナーだけではなく地区やクラブの公共イメージ向上（広報）委員会に効果的な情報を提供し、コミュニケーション

を深め、地区・クラブが「つながる力・つなげる力」を発揮できるように努力したいと思っています。

第３地域ロータリー公共イメージコーディネーター補佐　片山 勉

■ つながる力、つなげる力

■ 規定審議会（COL）で見たRIが会員増強にかける熱意の本気度
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新会員紹介 ・ 一緒にロータリーライフを楽しみましょう（敬称略・クラブ順）

尼　　　崎 尼　崎　北 尼　崎　西 西宮イブニング

證券取引所
6/10入会

南　　嘉孝
消防用設備業
7/12入会

平山　敏次
不動産鑑定士
7/9入会

酒井龍太郎
ガス器具販売
7/16入会

橋本　好弘
IT教育
7/23入会

住山　　健
都市銀行
7/3入会

三浦　裕介

西　　　宮 神　　　戸

外国為替銀行
7/2入会

結城　元紀
短期金融
7/16入会

三屋　宏樹
商業金融
6/6入会

吉村　伸郎
自動車保険
6/6入会

木元　　健
幼稚園
6/18入会

松本　陽介
証券業
6/25入会

徳永　昭一

神　　　戸 神 戸 東 灘 神 戸 須 磨

複合機配布
6/20入会

根津　良彦
信用金庫
6/20入会

西多　弘行
公認会計士
7/3入会

倉島　　進
保育園
7/1入会

摺河加小里
証券代行
6/13入会

大内　光平
広告取扱
6/13入会

筒井　直子

神 戸 須 磨 神 戸 垂 水 明　石　東

海運業
7/4入会

安井　和弥
電気通信工事
8/1入会

刀禰　　靖

洲　　　本

水産仲卸
8/6入会

岩野　　司

淡 路 三 原

信用金庫
7/25入会

玉田　貴彰
税理士
7/3入会

内田　公章
スポーツ
7/4入会

三木谷節子

ロータリー財団恒久基金への大口寄付

大室　　会員（宝塚武庫川）が
恒久基金「ロータリー平和センター修了証取得プログラム」に
大口寄付をされました。
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新会員紹介 ・ 一緒にロータリーライフを楽しみましょう（敬称略・クラブ順）
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玉田　貴彰
税理士
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内田　公章
スポーツ
7/4入会

三木谷節子

ロータリー財団恒久基金への大口寄付

大室　　会員（宝塚武庫川）が
恒久基金「ロータリー平和センター修了証取得プログラム」に
大口寄付をされました。

ご寄付感謝 ・ ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

米山功労者（5回）米山功労者（9回） 米山功労者（3回）米山功労者（4回）

ご冥福をお祈り申し上げます

故　武貞　延也　氏（神戸西）
７月３日　享年80歳

（洲本）
石濱　義民

（淡路三原）
宮本　圭介

米山功労者（2回）

（尼崎南）
與那嶺まり子

（甲子園）
中川　尚美

米山功労者（1回）

（神戸東灘）
松田　眞一

（尼崎南）
芝　　泰雄

（神戸東灘）
横山　道男

（洲本）
鵜飼　　徹

（明石）
河合　宏昭

（明石）
伊藤　愼介

（明石）
今里　　寛

（神戸垂水）
星島　一夫

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー ポール・ハリス・フェロー

（あわじ中央）
小浜　博紀

（尼崎南）
山本　正明

（尼崎南）
山本　　澄

（洲本）
横井　哲行

（洲本）
秦　紳一郎

ガバナー事務所からのお知らせ

既にご承知の通り、今年度規定審議会の決定により、会員の例会欠席に伴うメイクアップ認定期間が
変更されました（2019.７.１より欠席例会の前後２週間から同年度内に変更）。

今後各クラブにおかれては定款或いはクラブ細則に従った出席率計算を継続されるようお願い致します。
なお、このため前号まで最終頁（裏表紙）に記載していた各クラブ、各グループ及び地区総合の各月

平均出席率については本第３号より非掲載と致します。
※詳細につきましては、月信第２号（2019.８）p.３「2019年 COL（規程審議会）の概要」をご参照下さい。
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事務所
〒650-0046  神戸市中央区港島中町6-10-1 神戸ポートピアホテル本館7階722号室
TEL：078-304-2680　FAX：078-304-2681
E-mail rid2680@abelia.ocn.ne.jp

国際ロータリー第2680地区

　ガバナー  浅 木　幸 雄

国際ロータリー第2680地区　2019年７月会員数報告

クラブ名

会 員 数

尼　　　崎
尼　崎　北
尼　崎　東
尼　崎　西
尼　崎　南
尼　崎　中
　小　計
伊　　　丹
川　　　西
伊 丹 有 明
川西猪名川
伊丹昆陽池
西宮イブニング
　小　計
西　　　宮
芦　　　屋
甲　子　園
西 宮 夙 川
芦　屋　川
西宮恵美寿
　小　計
宝　　　塚
三　　　田
篠　　　山
柏　　　原
宝塚武庫川
三　田　南
宝　塚　中
HYOGO REC
　小　計
神　　　戸
神　戸　東
神 戸 東 灘
神　戸　南
神 戸 六 甲
神 戸 ベ イ
　小　計
神　戸　西
神 戸 須 磨
神 戸 垂 水
神 戸 西 神
神　戸　中
神戸モーニング
　小　計

例会数

4
4
5
5
4
4

4
4
4
4
3
3

5
4
5
4
4
4

4
3
4
4
4
4
5
4

4
5
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4

総数

阪
神
第
二
　
　
６

阪
神
第
三
　
　
　
８

神
戸
第
一
　
　
６

神
戸
第
二
　
　
　
６

明　　　石
明　石　東
明　石　北
　小　計
高　　　砂
加　古　川
加古川中央
高 砂 青 松
加古川平成
　小　計
三　　　木
小 野 加 東
北　　　条
西　　　脇
三木みどり
　小　計
洲　　　本
南　淡　路
淡 路 三 原
津　　　名
あわじ中央
　小　計
姫　　　路
姫　路　南
姫　路　西
姫　路　東
神　　　崎
姫 路 中 央
　小　計
赤　　　穂
相　　　生
龍　　　野
上 郡 佐 用
　小　計
豊　　　岡
生　　　野
香　　　住
豊岡円山川
和　田　山
　小　計

東
播
第
一  

３

東
播
第
二
　
　
５

東
播
第
三
　
　
５

淡
　
　
　
路
　
　
５

西
播
第
一
　
　
６

但
　
　
　
　
馬
　
　
５

西
播
第
二
　
４

32
38
47
36
37
24

214
39
31
17
18
7

16
128
54
40
39
33
29
24

219
16
20
46
46
36
8

32
25

229
161
119
29
83
17
20

429
59
32
26
35
37
33

222

1
0
2
2
4
3

12
0
6
0
3
0
8

17
0
0
2
3
4
4

13
1
0
0
0
1
0
8
6

16
4
0
5
0
0
2

11
6
0
6
1
4
4

21

0
1
0
3
0

-1
3
0
0
0
0
0
1
1
2
1
0
0
0
0
3
0
0

-1
0
0
0
0
0

-1
-5
0
0
1
0
0

-4
-1
2
2
0

-1
1
3

◆増　　減……………………………………　13人増
◆女性増減……………………………………　 １人増

◆クラブ数……………………………………　 71RC
◆2019年７月１日　クラブ会員数………2,757人
◆2019年７月末　　クラブ会員数………2,770人
◆2019年７月末女性会員数………………　134人

尼
　
　
　
　
崎 

　
　
６

阪
神
第
一
　
　
６

うち
女性 総数 うち

女性 総数 うち
女性

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

-1
0
0
0
0
0

-1
0
0
1
0
0
1
2

5
4
5

4
5
4
4
4

4
4
4
4
4

4
4
4
5
4

5
4
5
4
4
3

4
4
4
4

4
4
4
5
4

48
48
41

137
40
77
56
43
17

233
56
47
37
47
26

213
36
33
19
32
23

143
82
72
65
69
28
4

320
34
36
44
22

136
46
22
14
27
25

134

0
2
0
2
3
0
0
3
1
7
1
1
2
1
1
6
0
4
0
1
0
5
1
0
1
3
0
0
5
0
2
5
8

15
1
0
0
0
2
3

0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
3
0
1
0
0
0
4
0
0

-1
1
0
1
0
0
0
1
2

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

71RC 2,757 133 1合
計

当月末会員数 増　減7/1の会員数 クラブ名

会 員 数

例会数

総数 うち
女性 総数 うち

女性 総数 うち
女性

当月末会員数 増　減7/1の会員数

32
39
47
39
37
23

217
39
31
17
18
7

17
129
56
41
39
33
29
24

222
16
20
45
46
36
8

32
25

228
156
119
29
84
17
20

425
58
34
28
35
36
34

225

1
0
2
2
4
3

12
0
6
0
3
0
8

17
0
0
2
3
4
4

13
1
0
0
0
1
0
8
6

16
3
0
5
0
0
2

10
6
0
7
1
4
5

23

48
48
41

137
40
77
57
43
17

234
56
47
37
47
26

213
36
33
20
32
23

144
85
72
66
69
28
4

324
34
36
43
23

136
47
22
14
27
26

136

0
2
0
2
3
0
0
3
1
7
1
1
2
1
1
6
0
4
0
1
0
5
1
0
1
3
0
0
5
0
2
5
8

15
1
0
0
0
2
3

2‚770 134 13

※2019年規定審議会の決定に伴い、各クラブおよび各グループ、地区総合
　の各月平均出席率については本号より非掲載と致します（p.９参照）


